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研究成果の概要（和文）：鍼灸（acupuncture)とは、身体に鍼や灸を用いた刺激を与えることで、多様な疾病への治療
的な介入や健康増進 を可能とする東洋医学の中心的な医療技術である。 本研究では、鍼灸がヒトの認知機能やストレ
ス反応の神経機構に及ぼす影響について近赤外線分光法 (NIRS: near-infrared spectroscopy)を用いて検討し、鍼灸
が認知機能やストレス反応に関与する前頭前野の活動パターンを変化させることを明らかにした。本研究成果により、
脳神経科学と東洋医学を融合した新しい研究分野が生まれ、臨床医学にも大きく貢献するものと思われる。

研究成果の概要（英文）：The acupuncture is one of the clinical techniques of the Traditional Chines 
Medicine that enable therapeutic intervention to a wide variety of diseases and health promotion; 
however, the mechanism of the treatment by acupuncture is not yet clear. Our study, therefore, evaluated 
the neural mechanisms of effects of acupuncture on cognitive function and mental stress responses using 
near-infrared spectroscopy. We revealed that the acupuncture modulates the activation pattern of the 
prefrontal cortex which plays important roles in cognitive function and stress responses. The present 
results may create a new field of research that combines neuroscience and traditional medicine, 
contribute to clinical medicine.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
１）現代社会に蔓延するストレスは、幅広い
年齢層の精神的、身体的障害を引き起こす主
要原因の一つであり、ストレス度を客観的に
評価し、ストレスを効果的に緩和する方法を
確立することは様々な疾病を予防する上で
極めて重要である。 
２）近赤外線分光法 (NIRS: near-infrared 
spectroscopy)は非侵襲的に脳機能を計測でき、
比較的小型で安価なため、脳科学研究や脳疾
患の診断に使用されてきた。酒谷らは、スト
レス課題遂行時の前頭前野活動の左右優位
性とストレス反応との関係を検討し、右側優
位の活動パターンを示す被験者ほど、ストレ
ス負荷時の交感神経系と内分泌系（間脳・下
垂体・副腎皮質系）の活性が強くなることを
報告してきた（Neurosci Lett 2004、Brain Res 
2007)。 
２）鍼灸（acupuncture)とは、身体に鍼や灸を
用いた刺激を与えることで、多様な疾病への
治療的な介入や健康増進 を可能とする東洋
医学の中心的な医療技術である。近年、鍼灸
はうつ病やストレスなどの精神神経疾患の
治療に用いられるようになってきた。しかし
ながら、鍼灸治療の神経基盤については明ら
かではない。 
 
２．研究の目的 

本研究課題では、NIRS を用いて次の 3 項目
について検討した。 

１）鍼灸が正常成人のストレス反応の神経機
構に及ぼす影響。 

２）鍼灸の抑うつ患者に対するリラクゼーシ
ョン効果。 

３）リラクゼーション効果を統合的に評価す
る新しいプラットフォームの開発。 

 
３．研究の方法 
１）正常成人18名（20-54歳、平均42.7歳）を
対象に、鍼による皮膚刺激が自律神経機能及
び前頭葉機能に与える影響について検討した。
光学的センサー（Tsuyama MGF KK）を用い
て第1指より脈波を計測し、心拍変動(Heart 
Rate Variability)より自律神経機能を測定した。
光トポグラフィー(OMM 2001、島津製作所)
を用いて、両側前頭葉の酸素化ヘモグロビン
（Hb）濃度変化量 (ΔOxy-Hb)と脱酸素化Hb
濃度変化量 (Δdeoxy-Hb)を計測した。 

リラクゼーション効果のある合谷と呼ばれ
る経穴(WHO-LI4)に鍼（セイリン針、J タイ
プ）を数ミリ刺入し、1 分間捻転し、その後
10 分間留置した。コントロール刺激は合谷
より 2～3 cm 遠位で行った。 

２）抑うつ患者 10 名（女性 9 名、男性 1 名、
平均年齢 41.8±6.8 才）を対象に、鍼灸治療前
後に不安心理状態と前頭前野の神経活動を
測定し、鍼灸治療の神経基盤を検討した。鍼
灸師により各患者の中医学的診断に基づい

て経穴（WHO-GV23, GV20, GV9 等）を選択
し、鍼を 15 分間捻転させて治療した。鍼灸
治療前後で状態・特性不安検査（STAI）を
実施した。さらに NIRS による前頭前野の安
静時神経活動の左右優位性を Laterality Index 
at rest （LIR）にて定量化し、鍼灸治療前後
で比較した。LIR>0 は右優位、LIR<0 は左優
位を示す（J Biomed Opt. 2014）。 

３）リラクゼーション効果を統合的に評価す
る新しいプラットフォームを開発した。自律
神経機能を反映する呼吸数とNIRSによる前
頭前野活動と同時計測し、ストレスによる自
律神経活動と脳活動の関係を統合的に評価
するシステムである。呼吸計測には 3 次元カ
メラ（マイクロソフト社製、キネクト）を用
い、呼吸に伴う胸壁の変位を計測し、1 分間
の呼吸数を算出した。本法を用いて、暗算課
題時の呼吸数変化と前頭前野活動の左右優
位性（LIA）との関係を検討した。LIA>0 は
右優位、LIA<0 は左優位を示す（Neurosci Lett 
2004、Brain Res 2007）。 
 
４．研究成果 
１） 鍼灸が正常成人のストレス反応の神経

機構に及ぼす影響 
①鍼灸刺激（右合谷）により心拍数は有意に
低下した（p=0.0409）（図１）。一方、左合
谷及びコントロール刺激では優位の変化を認
めなかった。 

図１ 鍼灸刺激（合谷 L14）とコントロール
刺激における心拍数の変化 ＊p=0.0409 
 
②鍼灸刺激（合谷）により前頭葉の Hb 濃度
は様々に変化した。図 2 は、右合谷刺激時の
Hb 濃度変化パターンを示している。 

図２ 右合谷刺激時の Hb 濃度変化パターン 
 



酸素化Hbの上昇に伴い脱酸素化Hbが低下す
る例（A）、酸素化 Hb が低下する例（B）,
有意の変化を示さない例（C）が認められた。 
本研究結果は、合谷（右）刺激により心拍数
が有意に低下し、副交感神経系が優位になっ
たことが示唆された。光トポグラフィーによ
り合谷刺激により前頭葉の神経活動が変化
することが示唆されたが、その活動パターン
には一定の傾向が認められなかった。 
 
２） 鍼灸の抑うつ患者に対するリラクゼー

ション効果 
①鍼灸治療により、STAI-1（状態不安）は
50.8±9.04 から 41.0±10.1 に有意に低下した
(F(1,8)=15.9, p<0.005)（図３A)。一方、STAI-2
（特性不安）は有意な変化を認めなかった。 

図３ 鍼灸治療の STAI-1（A）と安静時前頭
葉活動の LIA（A）の変化 
 
②NIRS 計測では、安静時の前頭前野神経活
動（酸素化 Hb 濃度変化）の揺らぎが鍼灸治
療前後の何れでも認められた。興味深いこと
に、7 例において安静時の神経活動は右優位
から左優位に変化した（図３B）。 
我々の研究では、前頭前野の左優位の変化は
不安心理の軽減（J Biomed Opt. 2014）と相関
が認められており、鍼灸治療により抑うつ患
者の前頭前野の神経活動パターンが変化す
ることに伴い不安心理状態が改善したもの
と推察される。本研究結果は、抑うつに対す
る鍼灸治療効果の神経基盤には前頭前野が
関与していることを示唆している。NIRSは、
鍼灸などの非薬物療法の治療効果を客観的
に評価する上で有用と思われた。 
 
３） リラクゼーション効果の統合的評価プ

ラットフォームの開発 
図４に呼吸数と前頭前野活動）の変化を示す。
暗算課題時に呼吸頻度が増加し、前頭前野の
酸素化 Hb が上昇した。 
次に、暗算課題時の前頭前野活動の左右優位
性と呼吸数との関係をLIAを用いて検討する
と、LIA と呼吸数の間には正相関関係が認め
られた（r=0.582、p<0.02）（図５）。すなわち、
前頭前野活動が右優位ほど呼吸数の上昇程
度が大きい傾向が認められた。 
 

 
図４ 暗算課題時（黒太字間）における①呼
吸数（キネクト計測）、②前頭前野の酸素化
Hb（赤）、総 Hb（緑）、脱酸素化 Hb（青）
の濃度変化（NIRS 計測） 
 

図５ 暗算課題時の前頭前野の LIA（横軸）
と呼吸数（縦軸）の相関関係 
 
本法は、ストレス反応を簡便かつ定量的に評
価するものであり、鍼灸のみならずさまざま
なリラクゼーション法の  評価に応用でき
ると思われた。 
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